
講    師 

 

 

 

   平成２６年１１月１７日（月）  １３：３０～１６：００  （１３：００  開場） 

   公立学校共済組合  「春日野荘 」 (２階 「畝傍」の間) 

      〒６３０－６０２１  奈良市法蓮町７５７－２     ＴＥＬ ０７４２－２２－６０２１ 

   駐車場 完備 

   大阪サッカークラブ株式会社 代表取締役社長  岡 野 雅 夫 氏 

    ７，０００ 円 (消費税込)    

    ７５名   

･裏側「参加申込書」を FAXで、公益財団法人 産業雇用安定センター  

奈良事務所までご送信ください。 

（FAX ０７４２－２４－２０１７） 

                ･後日、ご担当者宛に受講者証、受講料請求書、会場案内地図をお送りします。 

･定員になり次第締め切りますので、お早めにお申し込みください。 

 

    主  催  公益財団法人  産業雇用安定センター 奈良事務所    ＴＥＬ  ０７４２－２４－２０１５  

 

    後  援  一般社団法人  奈 良 経 済 産 業 協 会    ＴＥＬ  ０７４２－３６－７３７０ 

勝 つ た め の 組 織 づ く り   

～人を育て導くために～ 
 

 

いま、企業を取り巻く経営環境は大きく変化し、とりわけ「企業間競争の激化」という新たな課題が 

生じており、企業は人事労務管理上の対応に迫られています。これに伴い、経営者の多くは自社の 

「人材力」を高め競争力の強化に繋げようと、その対策に知恵を絞っています。 

 

そこで、これからの「人材重視」のマネジメントへの一助とすべく、今回はプロサッカーチームＪ１の 

『セレッソ大阪』を運営する大阪サッカークラブ株式会社の岡野社長をお迎えし、セレッソ大阪の強さ 

の原泉となる「選手育成」について、その指導論や組織論から人材育成のポイントまで語っていただ 

きます。 

 

またとない機会ですので、より多くの皆さんのご参加をお待ちしております。 

開催日時 

開催会場 

申し込み 

受 講 料 

定    員 



参 加 申 込 書 
 

 

                                          

                                            公益財団法人 産業雇用安定センター  奈良事務所  宛 

                     

平成 26年 11月 17日（月） 13：30～   公立学校共済組合  「春日野荘」 で開催 

 

勝つための組織づくり 
 

～人を育て導くために～   
 

 

会社名  

所在地 
〒         － 

 

ご担当者 
部署・役職名 TEL  

お 名 前 FAX  

参加者名（フリガナ） 部 署 名 役 職 名 

1.   

2.   

3.   

ご担当者 E-mail  

受講料合計 
 

円 

 

※ 参加申込書記載の情報につきましては、当セミナーの受講者整理のために使用するほか､場合によっては当センターが開催するセミナー等のご案内

やアンケートの実施に使用させていただくことがあります。予めご了承ください。 

当センターでは、お客様の個人情報を厳重に管理しておりますので外部に開示することは一切ございません。 

 

 

 

    岡野講師への質問 

      テーマである「人材育成」等に関してご質問等ございましたら、 

事前に講師に伝えますので下記にご記入ください。 

 

 

ＦＡＸ  ０７４２-２４-２０１７ 



講師プロフィール 

 

岡野 雅夫 (おかの まさお) 

 

      京都府宮津市出身 

   大阪府立天王寺高等学校、早稲田大学を卒業後、ヤンマーディーゼル入社 

    (現ヤンマー) 主に営業部門を歴任 

   ２０１０年４月 同社 ブランドマネジネント部長 

   ２０１１年２月 大阪サッカークラブ株式会社 取締役 

     ２０１２年１月 大阪サッカークラブ株式会社 代表取締役社長 

   ２０１３年１月 Ｊリーグ理事就任 

   現在に至る 

                         

 セレッソ大阪は、以前から選手の育成に定評のあるクラブチームでしたが、近年、多

くのサッカークラブが主力選手の海外進出による観客動員の低迷により厳しい経営環境

にあり、周囲が「いかに支出を減らすか」を考えるなか、氏は「いかに収入を増やすか」

を考え、面白い試合をすればお客さんは何度でも来てくれるはず、とそのための戦略を

立てられました。 

 まず、戦略の一環として、強い魅力のある選手を育成するため、今まで一緒だった育

成部門を経営から切り離し、別法人化されて固定運用費用の約８億円を捻出することで、

黒字の時も赤字の時も育成に関する費用を常にかけることができる、経営に左右されな

い選手の育成環境を整えられました。 

 現在は、育成した選手が国内海外を問わず様々な活躍をすることで、所属していたセ

レッソ大阪のブランド価値を上げ、セレッソ大阪に行けば活躍できると良い人材が集ま

り、面白いサッカーを見せることで、スポンサーや観客が増えるといった好循環を生み

出し、まさに「人材を育てる」ことで「勝つための組織作り」を実践されています。 

 

                 


